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灰斑射による格船
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クワカミキリの食人幼虫
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木も被撹の状況
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実用化技術レポートの刊行に当たって

我が国の農業は諸情勢の変化に!!I]応し．いくたの困難な条件を兌服して

発展してきた。

しかし，最近の世界の殺物粛給のひっ迫傾l••J 令年の中で，我が国農廂物の

n給力の向上が強く要請され，水Illの翡度利用，衷作利川の増進，飼料作

物の生廂増強守生廂対策の強化などが必要とされてきている。

また．農業内部においても，栽培竹理の相ll放化や家面飼投の多頭化等に

よる環境汚染など新しい問題が派,1:_してきている。

これまで，国及び郡逍府県の農業関係試験研究機関では、新しい技術の

間発により農業牛廂の拡大等に大き〈貞献してきたが，以上のような農業

内外の種々の要請に応えていくためには研究成果である新技術を，広範に，

しかも迅速に杵及することが益々重要になってきている。

J悶林水,>r 技術会議•)~務｝，、）では， ll(Hl148年度からこのような新しく llfl発さ

れた技術のうち，比較的広域に現場に適HIできると期待されるものをとり

上げ，杵及，行政等の関係行の実践的な手り111.fとしてi古）llできるよう随II寺

取りまとめ．「実用化技術レポート」という名称のもとにシリーズとしてriJ

行している。

このno-r-は． このシリーズのー一つであり， このno-r争がfJj-技術の迅速な杵

及．定杓に役立つとともに殷業の発展の.JI})となることを期待する。

終わりに．取りまとめに当たって御協力を賜わった関係者各位に．深く

感謝の、立を表する次第である。

昭和55年 3JI 

農林水廂技術会議4,;.務周艮

川嶋良



はしがき

ピワは:/'f;から初夏にかけて初くだものとして賞味され，年々需要が増加しつつある。

附和 53年現在，全国で栽培血積 2,3 7 0 ha, 生産且 17,0001を有し，その産地は長崎，

鹿児&b, T媒，兵庫，愛媛県をはじめ 20県vc及び， Jことして山南暖地の海岸地帯vc杖

培されている。

九州のピワはその温暖な気餃のため熟期が早く，全国に先がけて出荷されるので，鹿

児晶，艮崎県をはじめ各県とも増加の傾向VCある。

ピワの生産およひ流辿vcあたっての間題点としては，枚培技術の血では反収増）11lによ

る生産安定，大玉果生産，障害呆解消等の商品性の向上，袋掛け．収穫労力軽減対策等

があり，さらVこ流通面では出荷容器，輸送法の改善があげられる。

本技術は生産拡人vcあたって，苗木の供給を円滑にするための育苗法の改善並ひに生

産安定，商品性向上のための朱実の被穫方法の検討，浴葉性病害虫防除法を重点に実施

したもので，九州地域は勿畠全国のピワ産地にも利用し得る技術である。この技術が

広く普及し， ピワ生産向上にひ益することが期待できる。

最後にこの試験の遂行ならひずに本技術レボートの作成にあたられた鹿児島県果樹試

験場艮およびIii]戦員，ならびに共同研究に協力された長崎県果樹試験場の各位の労に深

（謝意を表する次第である。

昭和 54年 10月

九州地域技術連絡会議議長

九ヽ）+I農業試験場長

伊藤隆
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I 技術開発の背景とねらい

ビワは従来より初夏を告げるくだものとして賞味されてきたが，栽培面積は，総果樹

の中でわずか0.6%, 2,370haにすぎない。これは，冬期に開花結実するため適地が

狭いこと．苗木の供給が不足すること寒害や病害虫被害により生産員があがらないこ

と (10アール当たり 60 0 kg内外）等によるものと思われるが，近年の果樹情勢より

ピワ増植の傾向がみられ，これらの解決が急がれている。

ビワ苗木の生産は通常共台が用いられるが，実生樹の育成および接ぎ木後の育苗過程

においてこ・ま色斑点病の発生が著しい。ごま色斑点病は，成木に発生することはまれで，

台木実生や苗木ほ場での発生が多く，伝染性がきわめて強いため急激に蔓延し，台木や

接木苗を枯死させる。このため成苗率は 20%程度と低く， しかも不良苗が多いため定

植後の活着率も悪(' ピワ栽培面積拡大に支障をきたしている。

一方生産面においては，寒害による幼果の凍死や，落葉性病害である灰斑病，主とし

て枝幹を侵すがんしゅ病やクワカミキリの被害による樹勢衰弱などが生産の不安定，低

収の要因となっている。

病害虫に対しては，生態や防除法について詳しく調査研究されたものは少なく，防除

もほとんど実施されていない。このため灰斑病の被害による落葉が著しく， 1つの結果

枝に葉が数枚しか着いていないものもめずらしくなく，樹勢や玉伸びに多大の影響を与

えていると思われる。がんしゅ病．クワカミキリについてもほぽ同じような状況で防除

対策の確立をせまられている。

寒害対策についても，一部で燃焼法が行われているのみで，ほとんど対策がとられて

いない。そのため冬期の低温によって豊凶の差が著しいのが現状で，簡易な果房の防寒

法が望まれている。さらに寒害常襲地における寒害対策，早期出荷法としてのピニル栽

培法等についても試験を実施した。

この技術レポートは，これらの観点から，苗木生産幼果の防寒対策，灰斑病，がん

しゅ病，クワカミキリ等の防除対策ピニルハウス栽培について述ぺ，ピワの生産安定

と生産拡大をねらったものである。
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II 技術の特徴とその効果

この技術はピ ，J直木を安定供給するための成伍半の向上と，成木園における寒害対策，

灰斑病，がんしゅ病，クワカミキリなどの病害虫防除対策を明らかにしたものである。

1. 技術の特徴

本技術の特徴は，斉ーな苗木を大量に確保するための繁殖法及びその時期を決定し，

つき・reどま色斑点病の周年防除によって，従来 20%程度であった成苗率を格段に向

上できる点であり，また木七被役を火施することによって，幼米期の寒山を回避し安

定した収址を得， ピニルハウス枚培の導人により，寒害回避，熟期促進，労働分散等

を図ることにある。

2. 技術導入の効果

さらに本技術の導人による効果の 1つは成木園における灰斑病の発生生態が明らか

vcされ，その周年防除により，若しい落葉が抑えられ，着果率，果実肥大がよくなり

増収VCつながる点と，第 2の効果として，がんしゅ病の発生生態が明らかにされ，そ

の防除対策が示されたことにより，樹勢維持に大き〈寄与できることと．クワカミキ

リ幼虫の食入孔への薬液注入法によって，着葉への薬害を起こさずに防除ができる点

にある。

なお，この技術は比較的新しい技術が多く取り人れられており，今後逐次改善され

てい〈ぺきものである。

3
 



川ビワの生産安定技 術

1 適用条件

全国のピワ栽培適地に導入できるが• 寒害の常襲地帯では現在の対策では完全な防寒

はできないため• 避けるぺきである。園地選択の際この点に留意しておくぺぎである。

病害虫の発生生態は気象条件により若干異なるため• 当該地域における発生生態をあ

らかじめ調査しておく必要がある。

2 苗木育成

一般にピワの苗木は共台を用いた接ぎ木代よって作られている。さし木，取り木によ

る繁殖も可能であるが自家用にどく一部で行われている化すぎない。しかし，台隋代

おいては取り木苗をJijいて樹を此く仕立てる方法がとられており，これが低く仕立て

るのに適しているとすれば取り木苗についても今後検討する必要がまる。現在のとこ

ろ斎ーな苗木を大量に得るには，接ぎ木法が確実で一般的な方法である。また，成苗率

を高めるには，台木実生苗木の育成中代激発するこ・ま色班点病を徹底して防除しなけれ

ばならない。そのためKは本約の発'l.:'l態を知り•耕種的な頂i, 薬剤防除のifiiから年間

を通して防除することが大切である。

(I) 接ぎ木の方法

接ぎ木の方法は他の果樹類ととくに異なるわけではなも穂木，台木さえしっかり

していれば活着はよい。

接ぎ木時期は地域によって異なる力ら鹿児島県代おいてtl, 3月上中旬代実施した

ものが活済がよく成苗率も高い。

ピワは一般忙根の柑が少ないが， ii$.播-~11:_台代接いだものは徒長的(rC 仲ひ:, 堀り上

げ定槙時に活着が悪かったり，一段目の主枝の発生位置も高くなり，整枝上不都合を

生じやすい。これを避けるKは，移植台木を用いるか楊げ接ぎ化するのがよい。充

た徒長的に伸長するものは， 35 ~4 0 crnl'C伸長したとき摘しんをするか，両側面の

側根を断根すると細根の量を増し，充実した苗木とすることがで含る。

(2) ご充色斑点病対策

春葉の展葉期頃から葉の表に円形患紫色の輪かくのはっきりした I~311111 
病徴

大の斑点を生じ，やかて灰白色または灰色となり，病斑の中央部に黒色の柄

子殻を多数生じる。また病斑が多数生じると融合して大型不整形になって拡大し，

葉枯状となって落葉する。洛菓が多いと苗木の生育が約るしく阻害され，枯死する。

4
 



発病消長
春葉での発病は 6月下旬~7月上旬の梅雨期に急激に増加し，

漸次増加して， 9月上旬には発病葉は最高に達する。しかるに

6月上，中旬の 3回チオファネートメチル水和剤 800倍を散布すれば 7月J:句夜で

は発約熊斗北はかなり低<' 8月中旬頃充では防除効果が認められる。しかし，楽剤の

残効が弱充る 8月中旬以降再び増加してくる。充た夏葉においては薬剤が散布されて

9月上中旬の降雨化よって， 9月中旬~I 0月上旬に急激に増加するの

その後も

5月中旬

いないため，

で充分留意すぺきである。

（以
無防餘区蕃集、｀

病 60―

発四/一~り:1!..··f-:-:;:.:•· 
’ 
”‘” 

率三二3

゜
縫 60・

雨 40-． (• 

o I 2 3 
旬．．

月 6

図 I-1 

し 戸 I_!_: I.___L_] I 2 3 
7 

’ ↑  

8 9 10 

ピワど充色斑点病の発生消長と降I莉量

冬期の

発病状況

ピワ苗木11場における冬期の発病状況は II月下旬から 1月中旬頃までの

発病が多くなっており， 1葉当たりの病斑数においても 11月上旬から 1

月下旬まで漸次増加する。その後やヽ少なくなっているが，これは病斑数

の多い葉が落葉したためである。さらV乙秋葉では落葉も少ないことから秋葉罹病葉

の病斑が翌春の伝染源となるので留意されたい。

表1-1 ピワご充色斑点病の冬期の発生状況

調査項目

調 倉葉数

発病率(%)

一菓当たり1阻斑数

洛菓率（％）

秋菓発納状況 （月／日）

ll/10, 11/26, 12/10¥ 12/2s ¥ 1/8 ¥ 1/221 2/4 I 2/13, 3/I 

2 I 5 2】3 212 212 208 203 201 199 184 

69.7 79.8 80.7 85.8 87.5 92.6 94.0 96.0 98.9 

51.5 71.3 73.2 76.4 77.2 77.5 76.4 75.3 60.8 

0 2.8 7.1 9.4 I 1.5 I 4.3 l 5.9 I 8.1 2 6.l 
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背木畑を選ふ・代当たっては湿気をさけることがオず大切で，また• JI! げF
播種時の

をきらうので，前年使Illした灯IIはさけるぺ含である。ゃむを得ず連11する
留意事項

場合は落葉をできるだけ除去し焼却するか• 上中忙深〈 .tin没する。っ

ぎに通風採光ををよくするために播種間隔はできるだけ粗代した厄うが飾全な

苗木がえられる。

薬剤に

よる防除

チオファネートメチル水和剤 I.50 0倍あるいは，ペノミル水和剤 2,000

倍を春薬，夏菓，秋葉のそれぞれの業の屏鮨から伸長期に少なくとも 2

回ずつ散布する必要がある。特に本病は病気の進展が早いため．発病初期

の春葉忙対する防除をかかさないことが大切である。本病の防除を徹底することによ

って，苗木の成苗率を格段に高めることができる。

各種殺菌剤のどを色斑点病に対する防除効果は．チオファネートメチ
各種殺菌剤

ル水和剤，ペノミル水和剤が非常代高〈，従来使用されていたポルドー
の防除効果

液 6-6式では侑木の生存ヰ：がわずか (I5%程度）であったのに対し．

これら 2つの薬剤で防除すると生存本も著るしく増加し．苗木の生育状況もよい。し

たがって• 苗木育成のためには上記薬剤による本病の防除が不可欠である。

6. 

表 I-2 各種殺歯剤の防除効果試験

供試薬剤．稀釈倍数

チオファネートメチル水和剤 BOO I 

ペノミル水和剤 1.sooI 

マンゼプ水和剤 Goo I 

有機ニッケル水和剤 300 I 

ポルドー液 6 6式 l

無 散 布

春葉発病 苗＊生育

調査 1発病布 1発病度1植栽I'I・存 1草丈=I幹周
葉数（％） 本数本数 (cm) (mm) 

82 41.2 10.0a 140 137 43.2 86 

122 57.1 26.6b 108 27.7 64 

72 4 7.8 37.4c • 32 22.5 50 

65 47.4 34.2c 17 15.0 50 

60 62.0 55.2e • 21 15.8 40 

49 63.0 4 0.5d 70 0 

inアルファベットは New multiple rnnge test (5%)結果

発店度＝
程度1の葉数十程度2の葉数XJ+程度 3の菓数X5-1程度 4の葉数X7

調資葦数 X 7 
X 100 



'1-J-/(1 -l チオファネートメチル水和剤散布 写貞 1-2 ペノミル水和剤散布

写真1-3 無散布区とポルドー液散布
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チオファネートメチル水和剤とペノミル水和剤の（吏m濃腹は．チオフ

ァネート水和剤は l,5 0 Of音，ペノミル水和剤では 2,000f音でイ射用しても

防除効果がある。

表 I-3 適用薬剤の使用濃度

供 試 薬 剤 稀釈倍数 調査葉散 発病率％ 発病崖

チオファネートメチル水和剤 2,000 448 6 I. 4 3 I. 3 

I, 5 0 0 4 9 4 5 4. 9 2 2. I 

＂ 
I, 0 0 0 5 3 4 5 2. 6 I 9. 5 

ペノミル水和剤 2,000 422 5 5. 0 I 8. 8 

＇ 
I, 50 0 526 4 6. 4 I 5. 4 

無 散 布 267 7 9. 0 4 8. 4 

表1-4に示すように 4月から I0月までの間に 6回，すなわち．
周年防除

春葉，夏艇，秋策代各々 2回ずつ防除する休系が儀も効果が祁＜，本約の

よう作発病の激しい病害では中間の防除をはぶくとその後の病気の進展を抑えるこ

とがむずかしいのでこの点の留意が必要である。

表 1-4 ピワどま色斑点病周年防除効果

防 除 時 期 (}l/B) 各葉の発病 11, 

＂ 4/1 1 /'l3 6/16 1/4 9/2 10/1 菓 発病率(%) 発病度 樹高 令泊艇数

春，葉 7.0 3.4 

（） 

゜゜
夏菓 100 53.R 

秋葉 97.5 82.1 H!l fi 0 

秤菓 76.7 21.6 。 0 

゜
夏葉 89.2 45.7 

秋葉 96.8 70.5 38 3 87 

春葉 7.7 2.1 

゜
（） 

゜゜
夏葉 29.8 7,8 

秋葉 58.3 31.1 fif, 0 Ir, 4 

朴葉 6.6 J.7 

゜
（） （） 

゜゜
夏葉 6.7 1.0 

秋葉 5.6 O.R 75.9 1 7. 7 

春葉

゜
0. 

゜
0 ~) 0 0 

゜
夏葉 7.0 1.0 

秋葉 0.7 0.1 92 7 26 8 

春葉 72.7 28.6 

夏葉 100 93.4 

秋葉 95.1 80.2 35 5 5.7 
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5 幼果の防寒対策

ピワは冬期侭開化結実するために低盆代より花らいや幼果が凍結し，結実が不安定

となりがちである。凍死湿度はつぽみが一 7゚C, 7£ が一 5"C, 幼果では一 3•c とされて

いる。したがって初冬時の低温よりも 2~3月の低椙で被害も大含い。

現在実用化されている防寒法としては，一般代は気象台等からの低温予報により，才

ーチャードヒークー，古クイヤ等を燃やして直接気淵を上げる燃焼法が行われている。し

かしビワ園は地形が複雑なところが多く，設置が困難で効果も上りにくい。充た腎材

が得化くく，夜間から早期にかけての作業でもあり，なかなか実施し忙くいのが実情で

ある。その他の防寒法についても，効果や経済性の点からとり入れにく＜，遅咲きの員I]

梢の花の利用や摘らいの工夫など耕種的な面からの対策がとられるのみで，積極的な対

策はほとんどとられていない。

このような点から被害を受けやすい農家の間で，木毛による果房被覆が行われ効果を

上げている。これは20g前後の木毛で果房をつみ，打ちワラで結束するだけの簡単な方

法である。（口絵写真参照）

時期はほぼ開花を終えた 12月下旬から 1月にかけて行う。しかし開花前に被覆すると

種子がやや少なくなり，果実も小さくなる傾向がみられるので注意が必要である。

木毛被覆の効果は熱放射による果実の冷却を防げることと・日中の果実温が比較的上

がらず，温度較差が少ないものと考えられる。したがって気温が一 3°C以下に長時間下

るような場合には効果は期待できないが，実際の気温低下のひん度は少なく，現場にお

いては十分効果をあげている。

表 1-5 木毛被穫による防寒効果

3果以上の 全果横害の 全果実の
区 分 調査果房数 完全果房率（％） 完全果房>¥(%) 果房＊（％） 完全果率（％）

不臓伯袋 2 8 5 3L2 6 9. 6 2 o. 8 3 4 6 

木毛被覆 2 7 0 6 3. 5 8 2 I I 2. 9 6 0. 9 

無処理 9. 8 2 3 5 5 9. 4 3 8 0 2 7. 4 

,jj• 意性 NS NS NS NS 

被覆vcより熟期がやや遅れるtl'I向がみられるが作業は比較的長時間にわたって実施

で紅るので， ;IJ('~i を受けやすい1刺から ll~i次被穫していけばよく，他の農作業の合問をみ

でK施することかでAる(/)でとり人れやすい。被穫は全来）,He行う必要はなく，寒害を

受けや・tい柑j冠火litl部(ICぷ来したものを ilU!、渾＇火施すれはよい。

ー
，．
 



4 病害虫防除対策

(I) 灰斑病

10 

病徴と被害
春葉の毛茸がとれて硬化しはじめる 5月中下旬頃，葉の表に直径 3~

5rrmの円形の斑点が現われる。この斑点は褐色をしており，斑点部が周

囲よりやや凹んでいる。斑点が大ぎな周縁のはっぎりした円形褐色斑であるため，

見してそれとわかる。やがて，褐色から灰白色侭なり，病斑上に黒色の小粒点か散見

されるようになる。これが灰斑病茜の胞子塊である。

写真,-5 灰斑病青葉の病斑 写真I-6 春華病斑と胞子塊

果実にも注れに発病し，果頂部を中心侭同心円状の水浸斑となる（）この水浸状の部分

がしだいに大ぎくなり，紫褐色を呈してくる。このころ侭なると果皮表面肛胞f塊で

ある黒色の小粒点が多数現われてくる。



写真1-7 灰斑病果実の病徴

発生消長

灰斑病紅よる被害は主に発病葉が落葉することによって，着葉数が極端に少なくなり，

衝勢が弱ることがある。そのため，果実の肥大が悪くなり，収量が減少する。春葉で

は一葉当たりの病斑数が 20個以上化なると落葉しやすくなり，夏葉では 10個以上

で落葉しはじめる。従来は灰斑病の防除を行っていなかったため，春葉の 90 %以上，

夏葉の 80 %以上が落葉する状態であった。

春葉での初発病は 5月中～下旬であり， 6月上旬から急激に多くなって

7月下旬には発病葉率は最高侭なる。夏葉では 7月上旬頃初発病が見られ，

その後 10月頃まで漸次増加する。秋葉忙おいては 10月上旬頃まではほとんど発病

せず 10月中旬以降やや増加するが，春葉，夏葉に比ぺると発病は非常匠少ない。
100~ 
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主た，春葉の初発病が見られる以前の 4月上旬~6月上旬における前年生秋葉での発

病は， 4月中～下旬にかけてと， 5月下~6月上旬にかけての 2回新しい病斑が増加

する山がある。すなわちピワ成木園では，春葉が発病する以前応旧葉匠おいて注ず

発病し，ついで春葉に伝染する。

表1-6 秋葉の春先におけるピワ灰斑病の発病

調査月日（月／日） 4/9 4 /17 4/28 5/7 5/19 5/29 6/9 

調 査葉数 126 125 124 123 122 122 120 

発病 葉数 31 43 62 64 65 68 83 

病 斑 数 48 62 11 7 122 127 14 3 166 

発病葉増加率％ 9.5 I 5.2 1.6 0.8 2.4 I 2 3 

病斑数増加率％ 2 9.2 889 4.3 4.1 126 I 6 l 

伝染源は病斑上に形成される胞子塊と，落葉上Vて形成される胞f角で
耕種的防除

ある。そのため，前定などの作業の際応罹病葉を摘除し，圏内の病原紫

密度を下げることが大切である。主た，本病の発生圏では落葉が多くなり， この落葉

がさらに二次伝染するため，落葉はでぎるだけ圏外化取り出しで焼却するよう努め

る。困内の士壌が過湿忙なっているような所では落葉上の胞子角形成も多くなるため，

閑内の排水をよくし，過湿匠ならないよう注意する。

写真,-8 落葉に形成された胞子角 写真1-9 胞子角の分生胞子

12 



本病vc対する薬剤防除法としては．ペノミル水和剤の 4,000~6,000
薬剤防除法

倍液あるいは，チオファネー 1、メ -f・Iレ水和剤の 2,000倍液を春葉重点(IC.

4月下旬と 5月中旬の 2且散布する。ただし前年主で本病の防除を実施しなかった

園や，歯密度の仙い園ではこの後(IC.. 夏熊，秋娯に対してそれぞれ 6月中旬， 9月上

旬(fC.防除する。本病の防除によって春菓，夏策の落葉を非常(IC.少なくすること (fC.より，

翌年の果実肥大作好条件を与えることがで含る。

結果枝の縦数と果実

葉数別に果房を抽出して，果尖の形質との関係を見ると，葉数が多くなるにしたがって，果実の

横，縦i怜1:1.k. ざく，来')!は大陸化する傾向にある。菓数と果Jf[の札II関しかなり高くなる。

表I--7 結米枝の娯数と果実

結果枝 結果枝
度 1リンゴ酸

菓数 葉面積

枚 1mn mm g g ％ ％ ％ ％ 

38,8 36.4 56.0 102.5 34.2 70.4 18.6 I 3.8 0.310 

2 114.2 37.2 53.6 112.3 37 4 70.9 15.4 10.3 0.238 

3 166 3 38.3 51 5 116.8 38.9 71.9 I 6.4 I I.I 0.281 

4 228.4 38.2 53.5 120 0 40.0 72.6 I~.6 12.0 0.187 

5 269 0 38.6 54.9 121.6 40.5 72.7 I fi.6 12.4 0.355 

6 296.8 38.1 55, I 123.7 41.2 llH.8 16.0 11 2 0.280 

7 369.2 38.5 57.1 123.3 4 I.I 67.8 16.5 11.1 0.279 

8 542.6 40.5 5:l 3 132.5 44.2 64.8 17.1 10.3 0 287 

， 694.9 39.3 56.5 128.3 42.7 67.4 15.1 9.8 0.536 

10 750.3 37.9 53.6 117.0 38.9 69.0 15.2 108 0.331 

II 852.B 38,2 55.5 120.0 40.0 66.0 14.6 l l.2 0 351 

12 914.7 38.9 58,6 133.7 44.5 68 I 15.6 11.2 0 319 

13 90 I 1 41.2 58.0 152.3 50.8 67.0 I 5.3 10.5 0.335 

結果枝の葉数と果重との相関

I 葉数別平均値
栗数．・・果 房 重 II果千均果直 1饒

l全調査果の
度果房重

n 

I 
13 13 13 46 

0 772中ふ 010, 汝汝 ーO,l8V 0 485,I,;!, 

a l 2 37 
0 79 --o 12 2.19 

h :15G 0 I :!.O 108,5 IOfiK 

/U IIー個体数 rー相 I関 a一回帰係数 b-l!il帰定数
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累積約斑布l虻と累積吊熊＊

灰斑的無防除の11場では，在簗の 93.4%, 夏船の 7!1.0%が年l'iIこ洛艇する。

（％） 
100 

80 

60 

40 

20 

.. -・・ -~--~93 .4 % 
.. -

‘‘ 
・,r 

•',079 .0 % 
______ ,,. /、ダ

,,. ， 
/、、,9

/ .,,, 
,, .. - ,,/ 

,,,.- __ .,,,,-
,-----之ヶ..............,.. ・グ

゜月/fl!¥/26 6/24 7/15 7/24 8/15 9/7 10/ll 10/加 11/17 12/15 

図 I-3 累積病斑密度と累積落葉率

ー和蓑の集積病班密度

← --~ 存葉の累積落葉樹

←—~夏葉の累精病班密度

0-一ー→ 夏葉の累積溶第;t,

落策時点での肉斑密度

春葉では一葉-~ たりの病斑数が 21ー30個の策で 26.4%が吊葉し．夏艇でIt1-10個で 311.0%

，，溝葉する。したがって葬菓．夏廉での発店を完全に抑えることはむりであるが• I 築‘りたりの,.~

簗数を少なくすることによって吊葉を防くことが大切である。

‘,0 
%
4
 

（
 

30 
ロ
夏
葉

目
寿
葉

20 

JO 

I - IO I 1-20 21-30 31-40 41:_:;o 51:....;o 61:...,70 71~0 s 1..:.90 91-c.100 
（病班粒 1朝）

各種殺画剤の防除効果

図 I-4 洛葉時点での柄斑密度
ヘヽ~~へ~、ヘ-—--—-------、---~-----------シ～ヘ___..}
各種殺菌剤の灰斑刹に対する防除効果は．ペノミル剤およ

びチオファネートメチル水和剤の効果が閥い。

供 試 薬 剤

ペノミル水和剤

チオ 7 rネート；チ.,, . 

無機鋼水和剤

ボルドー液

マンゼプ水和剤

無 散佑

各種殺菌剤の防除効果

ぶ1ふ~ppm)I調脊：ふふ:度l彙冑

3.000 165 I 00 16.6 2.9 a 

1,000 700 I 0(; 17.0 l.U• 

500 1,080 102 48.6 9.4 ab 

5-5式 Cu 1,300 106 48.4 15.5 b 

800 875 103 58.2 17.3 b 

- - 100 95.2 25.4 C 

表 1-8

＋＋ 

＋＋ 

＊＊ 分散分析で有意差 1%, アルファペットはNewmultople range test (so/\.,-~ 
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ペノミル水和剤は 4,000倍と 6,000倍の間で差がな〈，チオファネー
適用薬剤

トメチル水和剤は 1,000倍， 1,500倍， 2,000倍とも同等の効果である。
の使用濃度

したがって，ペノミル水和剤は ,t,000倍，チオファネートメチル水和剤

は 2,000倍で使JI!できる。

表 I-9 適用薬剤の使用濃度

供試薬剤
使用濃度 春 葉 発 納

補釈倍数 成分量(ppm) 調査葉数 発病率（％） 発病度

ベノミル水和剤 6,000 83 105. 7 39.6 9.2 

” 4,000 124 107.2 44.2 I 1.0 

·f-~77ネートメチル水和剤 2,000 350 98.7 35.7 11.2 

” 1.500 515 99.0 43.6 I 0.3 

チオファネートメチル水和剤 1,000 700 101.5 42.2 9.5 

ボル ドー 液 5 5式 Cu 1,300 101. 7 55.9 16.3 

無 散 布 93.0 90.1 29.7 

通常の防除体系としては，春葉を重点にして， 4月下旬， 5月中旬の 2
周年防除

回防除するとよい。ただし，従来灰斑病の防除を実施したことがない園や，

菌密度の高い園では春葉侭対して 2回，夏葉，秋葉に対してそれぞれ 1回ずつ防除す

ることが必要である。

表I-I 0 ピワ灰斑病周年防除効果

防 除 時 期 （月/1:l) 各 簗 0) 発 病

4/22 5/15 6/16 9/ 2 菓 調査菓数 発紺率（％） 発病度

tt 菓 60 7 54.5 9.6 。 0 夏 菓 60 5 20.5 3.5 

秋 菓 711.0 9.2 1.3 

春 菓 61.3 49.4 9.4 。
゜゜

夏 菓 61.0 22 9 3.6 

秋 菓 79.8 JO.I t.6 

ff'- 葉 56.8 94.7 58.3 

゜ ゜
夏 簸 62.0 30.8 5.7 

秋 菓 84,0 6.4 0.9 

春 葉 54.7 75.7 26.1 

（） 

゜゜
夏 菓 55.3 43.3 89 

秋葉 79,0 14.1 2.1 

春 菓 53.3 45.0 11.6 

゜
0 

゜
0 夏 菓 62.5 16.7 2.5 

秋 葉 79.8 3.6 0.5 

ti 鯰 53.3 74.6 26.7 

夏 菓 56.3 30.7 66 

秋 鯰 84.0 31.9 9.1 
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(2) がん 1ー，ゅ的

がんしゅ 1iりはピワの!f, 低枝，果＇凡幹， +Hりなど柑)体および果'J~
病徴と被害

の四とんどの部分を侵す。 U収発りするい新u:u褐色を滞びて発(fが

倅止しのち忙乾固して砕けやすくなる。その後，罹約部からffliJ!J: が名敷'l,じる。果'.½

代発生すると表ffiiK火傷状の病斑がで含，これはのち忙粗どうとなり黒亥して縦

忙裂ける。枝幹部の被害が最も大含い。病原細恨は主VC伎幹の病斑部で綽冬 L., 2月

頃から増殖しはじめ，枝幹(/C1月~I I月の長期間感染するが，特K6 ~ 7月の梅l+f

期と 9月忙発病が多い。この枝幹部の発病VCはナシヒメシンクイの食害が大含<ri心

しており，約斑部妬坪卵すると幼虫のffe2入坑動ぞいvc約斑を拡大させる。オたカミ

キリムシ類の兵入あとからも発病する。本閑は1紡口侵人のため，台風や， 1 , 5月の

強風VCよる風ずれ代よる偏tJからの感粕も名く見られる、）したがって，防l釦1りの炉,m

を卜分行っておく必要がある。がんしゅ約の槃剤vcよる防除比枝幹杯発lj:する約斑

部の治療法と，枝艇匠対する薬剤散布竹よる予防沈とがある。

これ充で行われてきた治咲法としては枝や幹の病斑部が崩れたり， tlげ
冶療法 1

落ちかけている樹皮や形成層の部分を完全に削り落し，その外側の感染しか

かっている部分などをすべて削り取り，そのあとを冷A戌濱ljで処J'f!L,也11からのi1t

感染を防ぐ方法がとられて gた。しかし，病斑中央の木11部充で完令に削り取る）jl}, 

は非常に手間がかかるうえにその部分からの枝折れが多くなる。充た・ 約届溝iも中

央の木質部代はほとんど見られず，病斑 /'/;J辺のチーズ色をした形成1約の部分~c 名く見

られる。したがっも病斑周辺をや、広め侭完令忙除去することが大切で，中央の木

質部の削り取りは， ナ・ンヒメシンクイの酢卵と肉を含んだ雨水がた充るのを防ぐ程/ff

でよい。削り取りの）濯事ついても，木質部vc対して 1([角花削るほうが斜めvc仏く削

るより利斑の,,,囁ケ抑え，充たナ・ンヒメシンクイのp(l)I]~勒ぐ効果がある。さらvc.

このような方法で削り取ったあと，ペーストマイシン (FOT)VC.5%バダン水桁剤

加用を登布するとカルス形成が兒く治癒効果が晶い。

表,-11 病斑削り取り法と発約度 （その I)

処 理 J,~ 問伸／民 It 枝 折 れ ，t<

f,lj斑令体を完全に削り取る

店斑11d,!l部を完全に削り取る

店斑の1;り峨部のみ取る

- 0. 7 

0.6 

~2.1 

3
 

l

o

o

 

ー

}(, 



的況削 IJ取り法と発恥腹 （そ(})2) 

処 理 恥斑1'I浪腹 Iヒメシンクイ氏人度 1カルス形成崖

木部に対して ill.角に削る I ―0.6 

削り 1収り部を斜に広<n,1る 一0.I 

7< 9 

20、8

4 7. 9 

2 I. 6 

店斑の各郎付と,,~原侑量

調 行 部 位

形成層のチーズ色の部分

病斑中央部の木質部

俵量

5 X I 07 

表 I-12 約斑削り取り後の共剤冷布効束

桑 剤 名 病況肥大，l： カルス形成胤 ヒメシンクイ氏人1虻

クレ 4・ソート＋コールクール - 3.1 5 5. 3 J 7. 5 

ペ ,_ I、マイシン(MO'!') + 2.0 6.7 I 1. 5 

ペ ストマイシン(MO'!')+ペダン - 0.5 9. 3 2 0 4 

ペーストマイシン(FOT) - 6.1 5 5.1 J 3 

ペーストマイシン(POT)+ペダン -・7. 7 6 2.5 5. 2 

ガットサイド - 5.6 2 ti.7 I 2 5 

ガットサイド＋アグレプト - 4.4 4 l 7 9. 5 

,~, レコート - 3 I 6 4. 7 I 8.8 

I,: ル」--I、I…1fダン --9. 7 8~5 8.3 

削ヽ）取りのみ 0 5 3 ti. I 2 7.8 

Ul) パダン．アグレプトの濃度 5%

果実は横径 !Omn以内の頃RE発病する。また果実に対してけ 2
果実の防除時期

月下旬~3月上旬に散布適期がある。

%Ioo 

IIO 

一〇一発納JL,t,
．．←・果実横径） 1970年匿

＝悶はJ1911年度

40mm 

z
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“
 

プ”、.，‘ {，＿ 一、

•br 
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60

叫

20

発
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因果

20実

横

10径

図,-5 果実の時期別感染程度
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20r 
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図 1-6 来実び峙期別感染程度（無傷接種）
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図1-7-2 ボルドー液の散布
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葉の防除時期
気孔侵入による発病は花令銀ほど多く，傷口侵入代よる発病は業の

伸長量が 3~8割程度の頃が最も多い。薬の発紺する時期について見

ると，春葉は 2月中旬より 4月頃まで，とくに 3月より 4月上旬が最も感染しやすい。

えた第 I夏葉すなわち果痕枝より出た夏薬は 5月中旬頃より 6月士でに感染し，第

2夏葉すなわち中心枝と副梢よりでた夏薬は 7月中旬，秋葉は 9月上，中旬が感染し

やすい。オた芽枯れ忙対しては 2月下旬，春葉は 3月下旬，第 2夏栗は 7月上旬，

秋葉は 8月下旬より 9月上旬が防除効果が高く，これらの時期が防除適期といえる。
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表 I-I 3 ポルドー液の散布時期と艇・芽の発病

ff 菓 夏 船 秋 飴
年腹

散布月 El I発病艇*'発病界釈 散布月 u I発店＂ 散布月 II I発店叶

2.15 3. 6 3.7 0.7 5. 8 5.20 l.l 9.26 10.16 2.6 

3. 6 3.23 3.5 0.9 5.20 6.16 4.6 10.16 I J.6 8.5 

3 23 4.14 1.8 J.0 6.16 7. 7 l.3 無散布 5.2 

1970 4.14 5. 8 3.8 l.4 7. 7 7.27 0.6 

5. 8 6. 6 5.8 2.7 7.27 8.18 l.6 

無散布 4.l 2.3 9.20 7.4 

無散 布 6.9 

2.15 3.10 3.4 0.3 5.17 7.17 l.3 9.20 10.10 2.1 

3. I 0 3.25 1.8 

゜
6.17 7. 6 0.9 10.16 11 I 6 2.3 

3.25 4 16 0.4 I.Z 7. 6 7 27 0.2 無散布 30 

1971 4.16 5.17 2.5 1.7 7.27 8.11 1.1 

5.17 6. I 7 7.1 I 2 8.11 9.20 2.5 

6.17 7. 6 6,7 l.5 無散布 2.7 

無散布 7. 7 1.2 

2.28 3.13 I 3 

゜
5.16 6. 6 J.O 817 9.11 0.1 

3.13 3.24 l. 7 0.8 6. 6 7. 6 0.3 9.11 9.28 0.4 

3.24 4.14 1.2 11.4 7. 6 7.27 0.7 9,28 10.8 2.1 

4.14 5.16 2.3 12.5 
1972 

7.27 R.17 I 1 無昴布 2.5 

5.16 6. 6 4.5 13.6 8 I 7 !I.II I I 

無散布 3.3 15.0 9.11 9.28 I. 7 

9.28 l 0.8 2.1 

無散 布 2.7 

枝の防除時期
本病は枝に傷がつき，周囲匠病原があれば，年間を通じて発約する。

また枝における発病は，ナシヒメシンクイや降雨贔と深い関係がある。

したがって，ナ・ンヒメシンクイを防除すると. 6月~8月に降雨駄が多くても発病が

少なくなる。これは一時は発病しても夏の乾燥で病斑がかさぷた状となって離脱し，

カルスが盛り上り，治癒するためである。防除の適期は春は 3月上旬～下旬，夏は

5月F旬~6月上旬と 6月下旬~7月中旬，秋は 8月下旬~9月上旬にある。これら

の時期は袋かけ，収穫芽かぎせん定の時期と一致している。したがって，このよ

うな管理作業によって，傷つきやすい時期が枝の防除適期といえる。
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図1-1I 付傷時期別発病（ナシヒメシンクイ防除区 1970年）

表9 14 ボルドー液の散布時期と枝の発病

ff. 枝 夏 枝 秋 枝
年 1/.t

散 ~li JI II I発いいi 散布 na I発射枝半 散布月 IJ I発恥枚奉

2.1 5 3. 6 1.4 5. 8 5.20 13.6 9.26 10 16 31. 7 

3 6 3 2 3 1.9 5.20 6. 16 20 2 10.16 11 16 33 8 

3.2 3 4.1 4 0.3 6.16 7. 7 I 8.2 無散布

1970 4.14 5. 8 2.7 7. 7 7.27 22.4 

5 8 6 6 2.9 7 27 8.18 27 8 

無 散 布 2.8 9.20 28.1 

無散 布 28.6 

21 5 31 0 9.1 5 17 6.17 5.0 9.20 10.16 7. 7 

3.10 325 9.8 6 17 7. 6 3.8 10.16 II 6 10.5 

3 2 5 4.1 6 13.3 7. 6 7.27 :16 無散布 I I 8 

I 971 4 16 51 7 I 1.0 7.27 8.11 5.2 

5.1 7 6.1 7 I 6 7 8.11 9.20 9.3 

6.1 7 7. 6 13.8 無散布 8.8 

焦散布 23.1 

2.2 8 3.1 3 09 5.16 6 6 3 3 8.17 9.11 57 

3.13 3.24 03 6. 6 7. 6 I 4 9.11 9.28 5. 7 

324 414 LI 7. 6 7 27 5.0 9.28 10.8 I 3.3 

4.1 4 5.1 6 1.4 7.27 8.l7 6,2 無散布 I l.O 
1972 

5 I 6 6 6 11 8. I 7 9. I I 5.7 

燻伯イh 22 9.11 9.28 57 

9.28 108 86 

無 散 布 1.~ 
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表I・・・15 がんしゅ約防除適期

散布時期 散布 対象

2月下旬 芽．越冬病斑．果実

3月 F旬 葬菓．袋かけ後の枝の傷

5月下旬-6月J::句 第 1夏薬．収穫後の枝の傷

6月F旬-7月中旬 第 2夏菓，芽かぎ跡の傷

8月下旬-9月中句 芽かき跡およびせん定傷

(3) クワカミキリの生態と防除

クワカミキ 1)は元来クワの害虫で，その外代ピワ，イチヂク， リンゴを
被 害

加害する。ピワの被害は幼虫代よる枝幹の木質部の食害に限られ，成虫忙

よる被害はみられない。被害枝は台風や収穫，管理作業中に折れやすく，就労者に危

険を伴うばかりでなも被害樹は主幹木質部が蓮根状を呈し樹勢衰弱の 1囚となる。

成虫のピワ園 ピワ園忙おけるクワカミキリ成虫の活動は夜間に限られ，日中憤l内

内への飛来 作飛来している成虫はみられない。

成虫はピワ園内へ 20時すぎから飛来し始め， 2 2~24時の間が最も多く，その後

は少なくなる。ピワ樹上での滞留時間は主ちォちで，飛来してすぐいなくなる個体や，

3時間近く滞留した個体もみられている。

ピワ樹上に滞留した成虫が産卵のため忙樹皮を噛食したが，クワでみられるような

樹皮の摂食行動は全くみられない。したがって， クワカミキリ成虫は主として産卵の

ために， 2 0時すぎから翌朝 3時頃充でピワ園k飛来しているといえる。
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図1-12 ピワ愧lにおけるクワカミキリの飛来および滞留時間
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ビワでの産卵行動の経緯をみると．産卵枝の樹皮を噛食し始めてから産
ピワての

卵痕の補修充でに 43分要した例がある。これはクワにおける産卵と同じ
産卵行動

所要時間であり，充た産卵行動の経緯も全く類似しているといえる。

r 』 1

飛 （産卵伎探,Ii)
来

（樹皮の噛食） (llfll\illll• ~ ~ 
の綸修）鳩 飛

鋤”
図I-I 3 クワカミキリの産卵行動の 1例

ヒワ園におけ ピワ園におけるクワカミキリの産卵は 6月中旬作始まり 8月充で統

る産卵消長 き， 9月に入ってからの産卵はみられない。産卵最盛期は 7月中旬で，

1日1樹当たり 0.6個程度の産卵がみられ， 1山型の産卵消長の部類に属する。

（細）

6 7 8 9 {月）

図1-14 ピワ園における産卵消長 ((I日当たり産卵数， 4樹合計）

産卵枝横断面の径の最少は 0.8cm. 最大は 4.1cmで平均は 1.9 cmで
産卵部位

ある。これを枝の大含さ別にみると，横断面の径が 1~2cmの大きさの枝

(%) 

50 

40 

30 

20 

I 0 

．．．．．．．．．  
I l :1 4 (cm) 

図1-I 5 枝の大きさと産卵頻度

での産卵頻獲が高いことがわかる。産卵部

位から主幹充での距離および地面からの萬

さには一定の傾向はみられない。主た園内

の周辺部の樹1"1ど産卵頻度が謁い傾向にあ

る。
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幼虫の食害
ふ化幼虫は皮屈部をあ充り ftWせず，穴人虹後から木1']部を介，1;.する，1

穴人幼虫は横断 1f1iが笛 I']形のJL辺を形成しつつ地際部VCf••J ってた進する。

食入孔道の長さは I.3 m程度である。孔逍の最下位は一定ではなく産卵された枝の邸

さ杯ーよって異なる。

孔道の途中代は明瞭な排糞孔があり幼虫は孔道を往復しながら，これらの最下位

の排糞孔から食屑および虫糞を排出するので，孔道は中空である。

蛹化は孔iりの般下位から 50~60cm」.:部Vて．蛹室を形成して行われる。

Pl"卵場所

図 I-I G 幼虫の食入孔辺

各種殺虫剤
ふ化直後食人幼虫代対して薬剤の枝先散布をした場合の防除効果は，

ジアリホール， DMTI', Ml~I' 乳剤の効果が邸＜，メカルバム， Ml•: 1'・ 
の防除効果

[,; D Ll乳剤はわずか代劣るが実用上問題はない。主幹部食入幼虫忙薬液

を注入した場合はいずれも 100 %の殺虫効果がある。

さら代産卵痕から IOcm 程度穴入した幼虫には， Ml~P乳剤 200倍でも JOO%の

殺虫効果がある。したがって，主幹部食人幼虫忙直接薬液を汁人する場合は， 200倍

よりさらに低濃腹でも効朱は期位できる。

24 



表 I I 6 食人幼虫re対する各種乳剤の防除効果

試 験 A 試 験 B 
供 試北 剤 稀釈f名数

供試虫数 生虫数生虫叙％）供試虫数 'E虫数生虫叔％）

メカル./ゞム 25% 50 10 I JO ， 
゜ ゜ジアリホール 40 % 50 8 

゜ ゜
10 

゜ ゜l)M'l'P 30% 50 6 

゜ ゜
10 

゜ ゜Ml,!' 50% 50 II 

゜ ゜
10 

゜ ゜Mlsl'•EIHl 50+15% 50 ， 1 ll 10 

゜ ゜蕉 処 狸 8 6 75 10 10 100 

メカルバム乳剤， Ml•'. I'乳剤， Ml~I'·1-:Dll乳剤 DM'l'I'乳剤の， 50,100, 200 
薬害

倍のピワの栗に対する楳害はメカルバム乳剤が薬害の＃生程）店がやや軽い

がいずれも 200倍で薬害が発生し落葉する。特VCDMT P乳剤 50倍液では枝先が枯

死する。このよりに葉に対する防除は彙害が発生するので避けるべきである。

クワカミキリは，前述したよう (IC, ピワ園には夜問飛来する害虫であり，
防除対策

成虫の捕殺はなかなか困難である。卵の圧殺も極めて有効な方法であるが，

ピッ VUHr卵vc;酋した枝が多数あるので，産卵痕を探すのに時間を要する。簡便な方

法とし吐1, 企人初期幼虫をねらった枝先への桑剤散布があるが．防除効来の⑬いイi

機リン剤は業vc薬害が発生するので散布には使川できない。したがって．これらの有

機リン剤の 200倍程度の薬液を動物用注射器あるいは油さしを用いて虫糞孔から注

入して防除しなければならない。王幹部食入幼虫についても同様の方法で防除する。

さら作耕種的防除法としてせん定時vc枝の間引含をかねて被害枝を除去することも大

切である。

5 ピニルハウス栽培法

(I) I刺地の選定

ヒ,'Jは傾斜地K梢えられたものが多く，ここではハウスの建設や強腹侭難があり，

沿雑腹むらも大合いので，で紅るだけ傾斜のゆるやかな場所を選ぶ。換気扇，加湿機を

使川すればこれらの電源も必要であるが，被穫期間が短くしかも冬期で，無加温でも

気flu¥の翡くならない 4月中vcはIiとんど収穫を終えるので，換気扇かなくても比較的

沿闘訊抒11は容易であり， しかも，ハウスの開閉などの管理に使利なところであれば電

糾しなし(/)力し1,/J11//.. ¥,、ウ:<.て.• もよ Vヽ、，

ここで1史illした品柚H'茂木＇であるが，吊 JUJlll柑iのイj,fiJヤ1を大きく発揮できるの

i:L, 比較的魁i品でも発村のすすむ旱't棟である。しかし従来の早牛種は品質のすぐれ
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たものがなく，今後‘長崎早生＇， ＇天草早 '.I:• 等の検討が必要である。樹冠の大 A

さはハウス火）卜部との間を Jm以上確保でき・過密ft(でないものでなければならない、，

樹高の高いものは，頂部と下部の熟期にむらを生じやすく，頂部のものは高温のため

小果のii着色したり，着色前に・ンナピて落来するなど障害を受けやすい。充た翡品

下で生育するため，枝葉の繁茂が若しも密植状態であれば樹冠下やふところ枝など

が日照不足のため着花が少なくなるので，安定した生南の見込める園を選定する。

さら代冬期で蒸散量が少ないため多くのハウスでは必要としないが，乾燥するとこ

ろではかん水のための水源も確保しておく必要がある。

(21 被覆の時期

ビニル被覆は開化前の早い時期であると，ハウス内の湿度が高いた
被覆は 12 

め灰色カピ等代よる花の腐敗が多く，結実本が低くなり肥大もそれ11ど
月上中旬に

進オない。士た遅れると熟期も遅れるので，満開期を過ぎた I2月上中

旬の被覆がよく， ピニルの除去は収穫終了と同時に行えばよい。

年 麿 区分
被覆開姶 3月 4月 5月
加贔時 30 10 20 30 10 20 翌

1972 ,:Ill咄12月巧B

1111 I/ii 12~ 112~8 
1973 露鍼加蜻温(12 30B ＇ ＇ 12 Sil ， 

一
． 

1974 I.II Ill 11月15El
露地 (12月2Ztl I I 

1975 加露 Ill 地 12月267日0： 
(12月 I 一I1976 枷露 温紬 ( 11 22 月月％17 f日l： 

（ ）は加以開始時期を示t. ＿収帽最慮期を不t。

図1-I 7 被覆・加温時期と収穫時期の早晩

(3) 栽培管理
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ア 湿 度 管 理

ピワの幼果は冬期に発育するので，比較的低温で平均気温 I0゚C
果実の発育は

位から発育が促進され， I 4 ~I 5゚Cで肥大はおう盛となる。さらvc
゜1 4~ 1 5 Cで

麻温の 2o・c前後となれば府色をはじめ成熟期を迎える。ハウス内

においては温度較差が大きく，平均気温でのH安がつけ忙くいので最科気温25゚C

を上回らないよう l1Cして保椙に心がけ肥大促進を仕かる。本技術では力守を受けな

い程度の軽度の加温，支たは無加温であるため，成熟促進の効果は 20-30日程度

であったが，さらに夜温を上げれば肥大，成熟は早充る。



威熟期前の
ピワは収穫主で肥大がつづくが，反面気温が上れば小果の注祖着色

高温に注意
成熟してしオう。したがって肥大期の温度管理水分管理等か悪〈，

順調な肥大をしなかった場合ても，平均気温 20゚C, 最昼気温 25't' 

前後に上がれは小乗の祖支で着色し商品価値の低いものとなる。これは伎温か低く

日中の気温との較差の大ぎい無加温ハウスで，肥大は劣るの紅 i:::I中む贔品により清

色する小果早熟れの現象が特に起こりやすい。

この外(reも高温障害としては， シナピ果の発牛や落果を生じるので収穫前の高温

陀は十分注意をはらう必要がある。

写真I-l 0 シナピ果

表 I-1 7 果実の品質

I 
果形 果肉 リンゴ

年 度 調査日 果実重横径 縦径
指数

種子数
割合

糖度
酸

糖徴比

月日 g cm cm 個 ％ ％ ％ 

1 9 7 3 324 22.0 38 4,8 0.6 3 3.2 661 I l 2 043 26.0 

加温ハウス 4 7 28.5 3.1 5.4 0.5 7 2.5 7 2.2 I 3 2 042 3 I 4 

（茂木） 418 286 35 44 087 37 6 9.0 98 0.3 7 265 

露 地 5.15 3 8 l 37 4.8 077 27 7 2.2 114 019 606 

（茂木） 5.19 385 3.6 4.6 0.7 8 2 1 6 4.3 122 025 4 8.6 

1 9 7 4 I I 4.2 6 , 3 2 7 35 50 070 3.6 I 661 IO I 046 2 1 9 

力0温ハウス 5 l .J 311 ~F I 53, oes1 .S 5 F .',.3 1' ウ-., C '01  A ,')! • べ,n

（茂木） 5.2 I 3 2 6 3.4 55 076 20 6 9.0 105 0 4 I 2 5.6 

I 9 7 6 

加温ハウス
4.30 322 39 4.8 0.81 27 7 3.7 103 034 307 

露地 早 4.30 4 5.7 39 5.2 075 30 744 I 0.6 0.6 6 1 6 I 

茂木 5 2 I 420 4.0 52 077 3.8 696 I 06 034 357 
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30 扉

U
#

楡

[II

、

20 30 IOl!O 30 10 2030 IO 20 30 10 2030 JO lD 30 

12月 1 月 2月 3月 4月 5 月

図1-18 気温と果実の発育

せん定

ハウス内では樹の生育がおう盛で，枝葉もよく繁茂し， 日照不足となりやすいの

で，せん定には細心の注意をはらう必要がある。

ピワは早く発芽伸長し，早く充実した枝に花芽分化して順次出らいしてくるので，

枝の遅伸びを促すようなせん定を避け，着花，出らいの促進をはかる。そのため忙

は，収穫後のせん定は間引きせん定を主体にしながら誘引を行い， 日照が十分あた

るよう化する。樹を小さく仕立てるため代は，切返しせん定も必要であるか，切返

しの本数が多くなり過ぎると樹体の生長がおう盛となり花苅きが不良となるので，

そのような場合代は 9月頃出らいをみてから実施するなど，計画的に行うことが大

切である。大果生産のためには結果枝の更新も必要で，長く伸び過ぎたもの (5~

6年経過したもの）を計画的に短く切って充実した結果枝K作りかえる。この場合

も日照が不足すると，枝は日照のあたる元の長さ位になってはじめて着花するので，

切返した意味がなくなり， この点についての配慮も大切である。被穫忙よってがfiE

が減少することはないが，せん定施肥の面からば日照の確保と枝の遅伸びをさ

せない管理が必要である。

ウ・摘果袋掛け

露地の早生ピワが， l果房の 3~4果の間で熟期のむらを牛．じやすいように熟

期の早いハウスでの茂木ピワも早く熟する果房で熟期忙むらを生じやすい。これ

は開花期の異なるものが短期間で肥大成熟するためと考えられるので，摘らいは

通常の方法で行っても，摘果にあたってはこの点を十分考慮しも発育の揃ったも

のを残すよう忙する。

ィ
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グ.11-.t½mn 3米がよい。沿妓数や樹勢REよってい 4果としてもよいが，この場合

一層着色むらを生じやすく，収穫がしにくくなる。

袋掛けはハウス内であっても，外観美保持のためには必要である。無袋とすると

米粉のl,''l:が悲〈， ｀ンナピ米，裂果の発'tもJI籾 IIする。使Jljする袋は常JHのもので

よい。一般侭透光度のよいものは，障害果の発牛がやや多くなるが，着色，熟期が

いくなる。ハウス内でやや低照腹―Fでの栽培であることを考えれば， この場合には

透光度のよい白色袋のほうがよい。

工施肥，かん水

ハウスの被覆期間中は，降雨による窒素やカリの流亡が少なく．士壌
施肥量は

からの供給も多いと考えられる。
減らす

果実の成熟期侭窒素が効き過ぎると．果頂部RE沿色不良の部分が残り．

商品価値を若しく損ずる。したがって収穫後の夏肥はさ社ど減らす必要はないが．

秋肥（元肥）は半批とし，春肥（玉肥）は全廃する。とくに被覆をはじめて年次の

浅いうちは. :L: 質やこれ充での施肥':t壌管理の状況を考慮して加城し．年次の経

過ととも化徐々に施用量を増すよう K配慮する必要がある。

表1-18 l: 壌水分および硝隈態チッソの梢長 （鹿児島県試 1973)(~1:)

~ 2 月 6 IJ 2 月 I9 ll 3 月 29 H 4 月 I6 日
採土場Ill

土壌水分 INO.--N 士壌水分 INO.-N 士壌水分INO,-N 土壌水分INO,-N 

cm ％ Pt•n ％ P1•11 ％ pp,n ％ ppn1 

/Ju出ハウス 5 26.4 48 17.6 58 27.4 172 20.4 2 

裸地 30 2,l.8 II 18.4 68 22.2 56 20 8 I 

加温ハウス 5 29. ◄ 136 22.0 I 

マルチ 30 22 4 21 23.6 I 

5 20.6 25 18.8 14 21.6 14 
対照露地

30 24.6 8 I 5.2 20 20.0 16 

加温ハウス 5 23.6 31 I 9.2 90 20.6 62 

裸地 30 21.0 4 19 2 49 20 4 43 

5 23.4 13 I 3.6 12 
対照露地

30 22.4 IO I 5.6 21 

果実の肥大期vc±壌が乾燥すると．肥大が悲く果肉も碩くなるのでかん水が必要

となる。被穫時点で化らいの比較的多い場合は灰色カピ病等VCより花らいが腐敗す

るのも多湿にならぬようにかん水はややひかえめにするが，肥大期には 7~10

ll1riVC, !Oa当たり 20 トン程腹をめやすVCたっぷりかん水し肥大を促す。なお

成熟期前には糖度上昇等品質向上の点からやや乾燥気味とするのがよい。
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オ・約害虫防除

ピニル被覆期間中は，一般に病気の発生は少ないが，花らいの時期に混度が，1~iい

と腐敗を生じるので，そのような場合にはチオファネートメチル水和剤1.000倍

液を散布する。灰斑病は厄とんど発生しないが，やや軟弱代生育するため被覆除去

後に激発することがあるので，除去時には必ず防除が必要である（防除法について

は別頃参照）。通風等が悪いためにオれ代サンホーゼカイガラム、ンが多発生する

ことがあるが， これに対しては収穫後ピニルを除去して， 夏期用マシン油乳剤の

I 5 0倍~2 0 Of音液を散布するとよい。

(4) 経済性

ハウス栽培比資材，労力を多く要するため，それなりに高価に販売されなければ，

労力分散や生産安定の面からだけでは経営上不利である。これを'76年実績でみると，

早期出荷のものほど， 1kgあたり生産費は高くなるがかなりの利潤を上げているこ

とになる。近年の資材，燃料，労賃の上昇を見込んでも経営状態や立地条件，技術

が伴えば一部取り入れることも可能である。

表 I-I 9 出荷時期と販売実績 （脆児島果試 l9 7 6) 

’‘ 販売ルFL 
4 ／ 7 4 ／ 13 4 ／ 15 4/20 4 ／ 24 4 '28 5 ／ I 5 "7 I 計

•ス) 数量（ケース） 6 I 3 20 29 31 19 16 5 139 

’3‘ 出術割合 <%>I 4.3 9.4 IM  209 22.3 13.7 I l.5 3.6 100 
ア

9Iレ 販売価格（千円）l I 2.4 53.8 60.0 97.7 l 07.2 4 8.2 4 2.1 14.6 436.0 

単価 (f'l/kg) 689 1,379 1.000 I.I 2 3 1,153 846 877 9 7 3 1,046 

販売 ％ 5 ／ 7 5 ／ 10 5 ／12 5 ／ 14-15 5 ／ 19-20 5 ／ 21-23 5 ／ 24 5 如 1 計
嘉

地数量（ケース） I 0 19 24 62 69 58 26 29 297 

’8‘ 出荀割合 (%)1 3.4 6.4 8.0 20.9 2 3.2 19.5 8.8 9.8 100 
ア

9レl 販売価格（千円）I 28.6 4 1.5 43.0 97.5 99.6 86.0 33.3 404 469.9 

単価（円八g)I 953 728 597 524 4 8 I 4 94 427 4 64 527 

o Iケース 3kg 
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表 1-20 生産費調査 (10 a換算） （鹿児島果試 1976)

/、ウス 露 地

柑
販 売 量 I. 390kg I, 114kヽ

収 単 価 1,046円 527円
人

販 売 釦 1,453.200円 587,400円

肥 科 10,890円 23,513円

物 農 薬 4,290 2,861 

ピニルー式 127,000 

生 財 灯 油 130.680 

電気・水道 29,678 

費 果 実 袋 29,040 21. 780 

産 出栢容器他 45,870 36, 300 

小 計 377,400 84.454 

償 却 費 111,087 

費 労 働 費 30 I, 950 183,150 

次 生 産費 790,485 267,604 

費 本 利 子 140,410 20,534 

次 生 産費 930,895 288, 138 

参
利 潤 522,305 299,262 

IO a 当たり所得 964,665 502,946 

1日当たり労働所得 9,580 8,232 

考 kg当たり生産費 669. 7 258, 7 

0 労力費 111日 3,000円とし家族労賃で計上

0 資本利子は地代評価額 X 0.06 %流動資本は 0.03%

0 価額は手取単価

6 技術導入の効果

(II ピニルハウス栽培によって，熟期を早めることができ，収益を上げることができ

る。•えた労働分散が llf能VC なり，さら vc寒害回避ができる。

(2) 木毛被穫作よって，寒害による幼果の被害を軽減し，経営の安定に寄与できる。

(3) こ庄色斑点病の防除が可能化なったことによって．苗木供給が充足され，栽培面

積拡大に材与できる。

(~) 灰斑約の周年防除によって，着葉数が多くなり．果実の肥大，生産量の増加が可

能となる。

(5) がんしゅ病の防除効果が高くなったことにより．経済樹令を従来より長期間維持

できるようになる。
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(6) クワカミキリ防除vcおいて， t幹部介人孔への粘液ft入処.fillは非常忙効果が邸い，、

7 普及指導上の留意事項

本技術の適用代あたっては，次の点代留意する必要がある。

(I) ピニルハウスを設置する際には，風当たりの少ない場所を選び，竹刑作業の便を

考慮する。

(2) ピワの新葉は毛ii:が多く，薬液の付着が悪いため，槃剤散布の際は散布鼠をやや

多め代し，十分付着するよう注意する。

(3) がんしゅ病はナ・ンヒメシンクイの発生加害代よって被害が増加するため，ナシヒ

メシンクイの防除も同時に実施する必要がある。

(,j) クワカミキリの薬剤l.l:人代よる防除は食人孔の新しいもの代処理すぺ含である。

孔道が蓮根状になってからでは効果がない。
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N 試験研究結果の概要

1. 苗木育成に関する試験

(1) 接ぎ本の方法

(2) 伍本の徒長防止

目的：切接ぎ苗の徒長を防ぎ．充実した苗木を得る。

方法：直播実生台に接ぎ木された生育のよい苗木を用い，次の処理を行った。

l 直根断根区 片面からスコ y プで側直根を断根

u 恨lj根断根区 側根を両面より断根

』 摘しん区 8月2日より 9月 6日までに 35 ~ 4 0 cmで摘しん。

IV 切返し区 9月 6日35~40cmで切返

l, llについては 8月2日忙処理した。

結果：徒長防止に効果の大きかったのは摘しん区で．副梢の充実もよく，細根の量も

多い傾向がみられた。ついで断根区がよいが，切口程度によっては生育を阻害するので

注意を要する。

表IV-1 各種の処理と苗木の生育 （鹿児島果試 I9 7 4) 

副 梢 ii~ 伸 長 1樹当たり
区 別 I王幹伸長旦

発生本数伸長量心情たi駐伸艮量
1王幹長／幹佳

l 直根断根 5 4. 1 し富 J.3 牛 1 8.9 ca I 4 6 , 富 7 3.0 CII 5 6.5 

U 伽根断根 5 ti 6 1.3 I 8.1 1 4.3 7 4.6 5 7.9 

皿 摘 し ん 3 7.6 3.3 9 8.4 2 9.2 l 3 5.9 3 3.8 

N 切 返 3 7.0 4.4 7 8.1 I 1.1 l I 5.0 4 0.0 

V 焦 処理 5 9.8 0.5 5,5 9.3 6 5.4 6 1.0 

2. 幼果の防寒法

目的：幼果の防寒について，各種資材の被復効果をみる。

方法：木毛より簡易に被覆できるようvc袋状に加工した化せん等を， 1 2月 23日被

横して効果をみた。

鮎朱：ド）j寒効_lf;(J),¥'.ljかったのは木もで，化せんのものはやや劣り被覆もしvcくいも

のがあるなど• 木もに優るものはなかった。被撹によって含核数は減少の傾向がみられ

るので，被援時期は潰開期後でなければならない。
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表IV-2 各種資材の防寒効果 （脆児島果試 I9 7 2) 

供試禎覆資材 I 凍死児~(%)

I. ボ ，I袋と Blltcx2lll袋 I z.s 

2. 工ヤーキャップ (C-400) ) 8.3 

3. ボ ＇ ） プ ロ ビ レ ン I z.g 

4. ボリひも人合成樹脂加 J.I 2. 3 

＊

化

5

6

 せ ん

毛

毛

1. 4 

6. 4 

表IV-3 被覆による含核数の減少 （鹿児島果試 1972)

果房数果実数平均 含核数 別 果 数 割 合 （ ％ ）

処 理
含核数 種If中1個の 左2 阿個 左3 同個 左4 同個 左5 同個（個） （個）

I. ポリプロビレン 4 7 3 6 I 2. 9 6.9 2 8.6 3 5.5 2 5.2 3.7 

2. 寒冷しゃ張 44 352 2.8 I 4.6 21.5 3 5.2 2 4.4 4.3 

3. ポリひも入り 4 4 345 2.8 I 0.2 2 5.4 3 7. 7 2 1.2 5.2 

4. 木 毛 4 4 361 2. 7 I 1.2 2 8.2 3 9.6 I 7.9 3.0 

5. 無 被 覆 40 372 3.2 7.8 I 0.1 J 4.1 3 2.1 7.9 

＆ 病害虫防除対策

(I) 灰班病語の生態

I) 灰班病菌の':tff適温

目的：灰斑病菌の菌糸の伸長適温と胞子の発芽適温について試験した。

結果：結果は図IV-1, 2に示した。本菌の菌糸の生育適湿は 25~30'0にあり・

1 5℃以下あるいは 35℃以上になると伸長が悪くなる。また，胞子の発芽率は 15 

・o以上になるとよくなり，発芽管の伸長は 2o・o前後が最もよいことがわかった。
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図IV-2 灰斑病菌分生胞子の発芽適温

（鹿児島果試 1973) 

(2) ごま色斑点病菌の生態

1) 感染方法

u的：こま色斑点紺歯の感染力法を知る。

結果：各種の接種方法と発病との関係について試験したところ，サンドペーパー
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で付傷したのち接種した場合に最も激しく発病し，ついで昆虫針付傷で発病が多か

った。しかし．無偽接種でもかなりの発約が見られた。したかって• ご士色斑点約

菌は傷r1感染した場合激しく発病するが，気孔感染あるいはクチクラ感染もかなり

あることが明らかとなった。 （図IV-3) 
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図IV-3 こま色斑点病菌接種方法と病斑数（鹿児島果試 1973)

2) 胞＋の感染濃度

目的：柄胞子の感染発病可能な胞子濃度について知る。

結果：胞子濃度が濃いほど発病が多いが，胞子濃度 3土 1個/x1 5 Oでも顕微

鏡 15 0倍の視野中の胞子数でも発病しており，本菌はかなり低い胞子濃度でも感

染発病することが予測される。 （図IV-4)
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図lY-4 ごま色斑点病菌の接種濃度と病斑数（鹿児島果試 l9 7 3) 
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3) 接種時間と感染

目的：本菌が葉上に付着してから侵入感染するまでの時間を知る。

結果：本病原梢がピワ菓に付術してから 8時間以内に侵入感染すると考えられる。

（図 IV-5) 
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図IV-5 どま色斑点病菌の接種時間と発病（鹿児島果試 I9 7 3) 

4) 感染適温

目的：本菌の感染適品について知る。

結果：本菌の感染適温は 10℃ ~ 1 s・oのかなり低い温度範囲にあることが認め

られた。 （図IV-6) 

叶
ー
ー

（
一
葉
当
た
り
納
班
数
）

←――宜 •A

~"—で ~8

n---―<> -------., に ＝デgEl' 
0 6 7 ll 9 10 11日

（接撞後の H数）

A: IO'C B: l5'CC:20'C D:25'C E:30℃ P: 35℃ 

図IV-6 感染適温 （鹿児島果試 I9 7 3) 

5) とま色斑点病菌のピワ苗木ほ場周辺雑草への寄生性

H的：ピワ苗木ほ場周辺雑卒への寄生性を調ぺ伝染源となるか否かを知る。

結朱：苗木ほ場周辺の雑単への寄生性は認められず，雑草は翌年の伝染源となら

ないようである。 （表 IV-4) 
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表IV-4 ピワ苗木ほ場周辺雑草への寄生性
（鹿児島果試 I9 7 4) 

雑

“ 
名 病 斑 恥 f形成 雑 I,¥ 名

＂ 
斑 屈r形成

ヨ モ ギ 黄褐色斑点 ヒメムカッヨモ ギ

ヨ メ ナ ムラサキカクバミ 淡褐色斑点

オ オ
,, 

コ トキワハゼ

ノチドメグサ 9ヽ こ9 ペ 黒褐色斑点

ヤプ ヘ ピ イ チ ゴ 黒褐色斑点 ＋ オオアレチノギク

6) シャリンバイに対する寄生性

目的：シャリンバイが本病の伝染源となり得るか否かについて知る。

結果：本病菌の柄胞子浮遊液を接種したところ，接種 9日後に病斑を認め 14日

後に葉の裏に柄子穀の形成が認められた。この柄子穀から得られた柄胞子をピワ実

生苗にもどし接種した結果，ごま色斑点病と同一の病斑を形成した。したがって，

シャリンバイは本病菌の寄生範囲に入り，本病の伝染源となり得ることがわかった。

（表IV-5, 6) 

表N-5 ビワこま色斑点病菌のシャリンバイに対する寄生性
（鹿児島果試 1974) 

葉 No.

1

2

3

4

5

6

1

8

1

2

3

4

5

6

 

接種俵 B 数と病斑穀

9日 I1113 I 1m  I 1813 I 2a日 Is2日

14 16 24• 24 25 落葉

0 0 2 2• 2 2 

0 71 72• 79 89 落葉

0 11 16 20 22 22 

0 63 76• 80 落葉

0 103 143• 139ヽ 133

0 155 !66• 113△ I 1 3 

0 46 56• 58 60 

0 17 24• 24 28 

0 13 27• 27 30 

0 25 35• 35 40 

0 13 28• 28 29 

0 19 22• 24 25 

0 45 57• 60 落葉

I 3 3 

I 1 3 

60 

落葉

落葉

落葉

落葉

25 

料葉

四•印は病斑上に駒子層形成が見られたことを示す。

△印は罹病葉か葉枯状になったことを示す。
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表IV-6 : ンヤリンバイからのもどし接種（鹿児島果試 I9 7 4) 

葉 No.
樹号Nu 2

 
3
 

6

0

3

 

1

1

 

1 2 

2 6 

3 2 

2 9 

2 4 

2 1 

7
 

2

3

 

⑮数字は病斑数を現わす。

7) 葉序別発病推移

目的：苗木における葉序別の発病推移と本病による落葉状況を知る。

結果：本病は下位葉から上位菓へ向かって伝染発病していく。落葉は 8月上旬頃

から始まり 1葉当たり病斑数が 10 0倍前後となると病斑が籠合し，葉枯状となっ

て落葉する。 10月中旬頃までに全着葉の 70%以上が落葉し• 生育が極度に悪く

なり枯死する個体が多く見られる。 （表IV-7) 

表IV-7 C: ま色斑点病の葉序別発病推移
（鹿児島果試 1973)

調査月日 6/11 7/2 7/13 8/3 8/23 9/13 10/3 10/12 

集 序 I ll I n I n I D I 

＂ 
I II I n I u 

No. I 34 2 61.0 10 77.5 40 72.5 60 15.( 90 JOO 

2 23.8 47.0 10 72.S 30 1~.o 40 切.6 70 35 90 

3 11.3 鉛 .2 0 72.2 10 73.ti 20 74 7 60 69.! 80 

4 5.2 磁 2 10 41l0 20 謡 6 20 6:1.( 60 SU 70 

5 

゜
10.5 50.6 49.5 105.5 20 的．（ 60 

6 

゜
1.2 12.0 38.8 83.( 加 89.! 30 

1 12.3 22.2 68.4 7L8 20 55.3 70 

8 3.2 34 9 53.7 郎 5 60 

， 0.5 13.2 36.7 117.5 切 180 90 

I 0 1.9 12.ti 109.2 20 130 60 

II 0.6 8.9 111 30 175 80 

I 2 0.8 7.7 147 20 137 60 

13 

゜
9.3 127 155 JO 

14 1吟 .I 142.1 30 

15 49.7 61.2 ” 
lti 42.7 68.0 10 

1 7 3ヽ.0 239.0 

（注）兼 1は1簗当たりの病鰻数

濠濠 Uは繕集*(%) 
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4. ピニル被覆栽培法

(1) 障害果の発生状況

目的：被覆による生理障害等の発生状況を知る。

)j法： 1 9 7 3年に収穫期前の｛り糾により多発生した柑況りについて種類ごとvc発生

割合をみた。

結果：各収穫日ごとに収穫した全果について調代した結果は表IV-8のとおりで，

早熟紫斑がもっとも多く， 23.3 %に達した。ついでソバカスが多く，樹上で着色111!

忙・ンナビてしまうものもみられた。ソパカスを除くと全般に早く収穫されたものに多

＜，樹冠上部のものが多かった。

表IV-8 ハウス内果実の障害果の発生率

（鹿児島果試 I 9 7 3) 

障害果の発生果数 （個） 1 被害果率
収穫月日 調査果数

紫斑甚 I紫斑軽 Iが 9ヵス 1クが環： I費 果 Iガンシ a 病I虫 害 I (%> 

4月 6日 675 115 160 4 7 4ヽ 6 

゜ ゜
5 5.1 

4月12日 1,209 14 0 365 32 18 3 

゜ ゜
461 

4月15日 1,640 209 482 es 23 18 10 I 50,5 

月ヽ 19日 2,255 84 579 109 10 ， ， 34 369 

月ヽ 23日 2,509 34 341 153 3 I 3 16 49 25.0 

月ヽ 27日 1,575 26 139 69 ， 
゜

8 21 I 7.3 

5月 1日 l,4 2 7 I 5 72 104 10 

゜
1 39 169 

5月 6日 504 

゜
3 I 

゜ ゜ ゜
2 1.2 

It 11,794 623 2,141 600 145 39 44 146 3738 

禎害果率紛 6.2 I 7.1 47 1,5 0.3 0.3 1.0 31.l 

5. 残された問題点

成木における灰斑病，がんしゅ病の発生量の多少，防除の適期を失しないための予

察方法の研究は今後の課題である。

果実の収穫時における外観阻害要因については，今後生理的障害，病害虫による外

観阻害の両面からその防止法を研究しなければならない。さらに収穫果の包装出荷

時におけるいたみを少なくするための資材，方法についても今後検討する余地がある。
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